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 要  旨 
近年の携帯電話の普及により、携帯メールは日常のコミュニケーション手段として欠かせない
存在になりつつある。しかしデバイスとして携帯電話を見たとき、その携帯性とトレードオフの
関係になっているのが文字入力のしやすさである。現在多くの機種で用いられている入力手法は
親指に負担をかけやすく、メールの打ちすぎによる過度の動作の繰り返しなどが原因で指の障害
に悩む人も現れてきている。またマナーの問題で、人前で携帯電話を使ってメールを打つ姿とい
うのが公的な空間にプライベートを持ち込むこととも見なされ、問題になっている。 
以上の、親指に負担をかけやすい現行の文字入力手法と、パブリックスペースを侵す端末を見
るという行為の 2 点に問題があると考えた。 
このような問題を改善するため、前者の問題に対しては打鍵数を減らす試みや人間工学的にキ
ー配置を変える試みなど、携帯端末における文字入力手法については様々な研究がおこなわれて
きている。しかしながら、それらの手法を用いても未だに親指には負担がかかるというのが現状
である。また後者の問題を解決するにあたり、端末を見ることのできない視覚障害者向けの携帯
入力の研究を調査したが、それらの研究では前者の問題を解決出来ていなかった。 
よって本研究では運動特性に基づく視覚非依存親指 1 ストローク入力を提案した。本システム
の特徴は、（１）親指に負担をかけない動作での入力（２）1 文字 1 ストロークでの入力（３）音
声フィードバックによる視覚に依存しない入力である。これらの特徴を実現するため、親指の運
動特性を計測する実験を行い、その結果を考慮してシステムの設計を行い 3 種類のアプリケーシ
ョンを実装した。 
そして、本システムの評価実験を行い分析を行った結果、音声フィードバックにのみ頼った状
態でも十分なスピードとエラー率で文字入力を行うことができた。これは親指の運動特性を考慮
し、かつ打鍵数を削減したことによって入力しやすいインタフェースを実現できたためであり、
また視覚フィードバックが無いという状況を十分に考慮できたためだと考えられる。これらの結
果から、本システムの有用性を確認できた。 
 
 
